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[発行番号] FA-D-0199 
[表  題] QD51(-R24)形インテリジェントコミュニケーションユニット生産中止のお知らせ 
[発  行] 2016年3月 
[適用機種] QD51，QD51-R24 
 
 

 

三菱シーケンサMELSEC-Qシリーズに格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 
 
このたび，長い間ご愛顧いただいておりますMELSEC-Qシリーズの一部機種の生産を，下記のとおり中止させてい
ただきますので，ご了承の程宜しくお願いいたします。 
 
1. 生産中止機種 
 

品名 形名 
QD51形インテリジェントコミュニケーションユニット QD51 
QD51-R24形インテリジェントコミュニケーションユニット QD51-R24 

 
2. 生産中止時期 
・ 受注生産移行: 2016年6月30日 
・ 受注締め切り: 2017年1月31日 
・ 生産中止日: 2017年2月28日 
 
3. 生産中止理由 
使用部品の一部が入手困難な状況であり，製品の継続生産に支障をきたすことが予想されるため。 
 
4. 修理対応 
・ 修理対応期間: 2024年2月29日(生産中止後，7年間) 
 
5. 置換え機種 
QD51(-R24)を外部機器とのデータ交信処理の用途でご使用の場合は，QJ71C24N(-R2)の通信プロトコル機能で代用
できます。 
 

生産中止機種 置換え機種 
QD51 QJ71C24N-R2 
QD51-R24 QJ71C24N 
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6. 仕様比較 
6.1 QD51とQJ71C24N-R2の仕様比較 
 

項目 QD51 QJ71C24N-R2 
インタフェース CH.1 RS-232準拠(D-Sub 9P) RS-232準拠(D-Sub 9P) 

CH.2 RS-232準拠(D-Sub 9P) RS-232準拠(D-Sub 9P) 

通信方式 全二重通信方式 全二重通信方式/半二重通信方式 
同期方式 調歩同期方式 調歩同期方式 

伝送速度 300，600，1200，2400，4800，9600，14400，
19200，28800，38400(bps) *1 

50，300，600，1200，2400，4800，9600，
14400，19200，28800，38400，57600，115200，
230400(bps) *2 

伝送距離(総延長距離) 最大15m 最大15m 

データ形式 スタートビット 1 1 
データビット 7，8 7，8 

パリティビット あり(偶数，奇数)，なし あり(偶数，奇数)，なし 
ストップビット 1，2 1，2 

伝送制御 
(RS-232) 

DTR/DSR(ER/DR) 
制御 

可 可 

RS/CS制御 可 可 

CD(DCD)信号制御 否 可 
DC1/DC3(Xon/Xoff)
制御 

可 可 

DC2/DC4制御 否 可 
入出力占有点数 32点1スロット(I/O割付: インテリ32点) 32点1スロット(I/O割付: インテリ32点) 
*1 2つのインタフェースの合計伝送速度が38400bps以内で使用可能です。 
*2 230400bpsは，CH.1側のみ使用可能です。(CH.2側では使用不可) 

2つのインタフェースの合計伝送速度が230400bps以内で使用可能です。 
送受信データモニタリング機能を使用時は，2つのインタフェースの合計伝送速度が，115200bps以内で使用可能です。 
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6.2 QD51-R24とQJ71C24Nの仕様比較 
 

項目 QD51-R24 QJ71C24N 
インタフェース CH.1 RS-232準拠(D-Sub 9P) RS-232準拠(D-Sub 9P) 

CH.2 ― RS-422/485準拠(ツーピース端子台) 
CH.3 RS-422/485準拠(ツーピース端子台) ― 

通信方式 全二重通信方式 全二重通信方式/半二重通信方式 
同期方式 調歩同期方式 調歩同期方式 

伝送速度 300，600，1200，2400，4800，9600，14400，
19200，28800，38400(bps) *1 

50，300，600，1200，2400，4800，9600，
14400，19200，28800，38400，57600，115200，
230400(bps) *2 

伝送距離 
(総延長距離) 

RS-232 最大15m 最大15m 

RS-422/485 最大1200m(総延長距離) 最大1200m(総延長距離) 
データ形式 スタートビット 1 1 

データビット 7，8 7，8 
パリティビット あり(偶数，奇数)，なし あり(偶数，奇数)，なし 

ストップビット 1，2 1，2 
伝送制御 
(RS-232) 

DTR/DSR(ER/DR) 
制御 

可 可 

RS/CS制御 可 可 
CD(DCD)信号制御 否 可 

DC1/DC3(Xon/Xoff)
制御 

可 可 

DC2/DC4制御 否 可 

伝送制御 
(RS-422/485) 

DTR/DSR(ER/DR) 
制御 

否 否 

RS/CS制御 否 否 

CD(DCD)信号制御 否 否 
DC1/DC3(Xon/Xoff)
制御 

可 可 

DC2/DC4制御 否 可 
入出力占有点数 32点1スロット(I/O割付: インテリ32点) 32点1スロット(I/O割付: インテリ32点) 
*1 2つのインタフェースの合計伝送速度が38400bps以内で使用可能です。 
*2 230400bpsは，CH.1側のみ使用可能です。(CH.2側では使用不可) 

2つのインタフェースの合計伝送速度が230400bps以内で使用可能です。 
送受信データモニタリング機能を使用時は，2つのインタフェースの合計伝送速度が，115200bps以内で使用可能です。 
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7. 通信プロトコル機能での代用について 
QD51(-R24)を外部機器とのデータ交信処理の用途でご使用の場合は，QJ71C24N(-R2)の通信プロトコル機能で代
用できます。 
QD51(-R24)のBASICプログラムで行っていた下記の処理が，QJ71C24N(-R2)ではGX Works2またはGX 
Configurator-SCでプロトコルを設定し，QJ71C24N(-R2)のフラッシュROMに登録することにより代用できます。 
・ RS-232およびRS-422/485の通信設定 
・ 送受信データの文字列－数値変換(ASCII－バイナリ変換) 
・ 受信データのCPUデバイス書込みなどの処理 

 

 
7.1 QJ71C24N(-R2)の通信プロトコル機能の特長 
・外部機器との通信プロトコル(交信手順など)を，GX Works2またはGX Configurator-SCの設定画面で簡単に作成
できます。 
シーケンスプログラムレスで，外部機器との通信プロトコル(交信手順など)を作成・登録できます。 
また，送受信データの文字列－数値変換(ASCII－バイナリ変換)などのデータ変換も，GX Works2またはGX 
Configurator-SCの設定画面で設定できます。 

・QJ71C24N(-R2)が送信するデータをCPUユニットのデバイスから読み出すことができます。また，受信したデ
ータをCPUユニットのデバイスへ書き込むことができます。 
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・GX Works2またはGX Configurator-SCのデバッグ支援機能で，回線アナライザ機器がなくても回線データ，通信
信号，および状態モニタなどを確認でき，デバッグが簡単にできます。 

 

 

・GX Works2およびGX Configurator-SCの設定内容は，QJ71C24N(-R2)内のフラッシュROMに登録できます。 
 
7.2 動作概要 
QD51(-R24)の外部機器とのデータ交信処理は，QJ71C24N(-R2)の通信プロトコル機能では下記のようになります。 
 
(1) QD51(-R24)の場合 
QD51(-R24)のBASICプログラムで，外部機器の初期化，データ送信，およびデータ受信を行います。 
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(2) QJ71C24N(-R2)の通信プロトコル機能の場合 
GX Works2またはGX Configurator-SCで，外部機器の交信用初期化パケット，送信パケット，および受信パケット
を設定し，QJ71C24N(-R2)のフラッシュROMに登録します。 
登録した通信プロトコルは，シーケンスプログラム(CPRTCL命令)でパケットNo.を指示し，送信/受信します。 
QJ71C24N(-R2)のフラッシュROMに登録できるパケット数は最大256個です。 

 

通信プロトコル機能の交信用初期化パケット，送信パケット，および受信パケットは，外部機器に合わせてデー
タ変換を組み合わせることができます。 
 

[パケット構成] 

 

構成要素 設定内容 設定例 
ヘッダ部 任意のASCII文字列，バイナリコードが設定できます。 ”STX”,”ENQ”,1AB2C3 
データ部 任意のデータが設定できます。 

データ部のデータは，下記の変換も可能です。 
・HEX→ASCII/ASCII→HEX(10進数/16進数) 
・変換サイズをワード/ダブルワード 
・バイト入替えをする/しない 
・データ数を固定/可変 
・桁埋めを0/スペース 
・符号文字を省略/+/0/スペース 
・データ区切り文字を省略/カンマ/スペース 

― 

ターミネータ部 任意のASCII文字列，バイナリコードが設定できます。チェックコードには，下記の
ものがあります。 
・水平パリティ 
・サムチェック 
・16ビットCRC(MODBUS仕様) 
・ASCII(10進数/16進数) 
・バイナリコード 
・補数計算をする/しない 
・バイト入替えをする/しない 

”ETX”,[CR],1AB2C3 
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8. 関連マニュアル 
置換え時は，下記のマニュアルを参照してください。 
 
・ QJ71C24N (-R2)の詳細 
 

マニュアル名称 マニュアル番号(形名コード) 標準価格 
Q対応シリアルコミュニケーションユニットユーザーズマ
ニュアル（基本編） 

SH-080001(13JQ32) ￥3,000 

 
・ QJ71C24N(-R2)の通信プロトコル機能の詳細 
 

マニュアル名称 マニュアル番号(形名コード) 標準価格 
GX Works2 Version 1 オペレーティングマニュアル （インテ
リジェント機能ユニット操作編） 

SH-080901 (13JD24) ￥3,000 

GX Configurator-SC Version 2 オペレーティングマニュアル
（通信プロトコル支援機能編） 

SH-080817 (13JV97) ￥3,000 

 
商標 
MODBUSはシュナイダー オートメーション インコーポレイテッドの登録商標です。 
本文中における会社名，システム名，製品名などは，一般に各社の登録商標または商標です。 
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